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１．目的

２．譲受けの方法

３．譲受ける事業の内容

TEL (０６ )６５３８－７７２４

株式会社本山製作所のバルブ事業の譲受けに関するお知らせ

記

当社は、平成18年11月27日開催の取締役会において、株式会社本山製作所のバルブ事業を譲

受けることを決議し、株式会社本山製作所より、同社のバルブ事業を分割承継する新会社の全

株式を当社が譲受ける内容の株式譲渡契約を、同日、締結いたしましたので下記のとおりお知

らせいたします。

会 社 名

コ ー ド 番 号

問 合 せ 先

代 表 者

このような状況の中で、当社は、株式会社本山製作所のバルブ事業を譲受けることによ

り、国内民間市場ならびに海外市場の強化、拡大を加速してまいります。

今後は、両社の経営資源を戦略的に融合し、更なる生産性向上によるコスト競争力強

化、製品開発力強化などを図ります。また、販売チャネルや取扱商材を拡充し、市場の多

種多様なニーズに応えながら、クリモトグループ全体の収益拡大とバルブ事業の発展を目

株式会社本山製作所は、石油化学などの産業分野に強みを持ち、自動調節弁や安全弁な

どの製品を国内のケミカルプラントをはじめ、海外の多数の国々に供給しています。近年

は、事業が活況を呈し、開発・生産・販売の各方面にわたる強化が、同社の喫緊の課題と

なっています。

当社のバルブ事業は、主に上下農水道などの社会インフラ市場にバタフライ弁や仕切弁

などの製品を提供してまいりましたが、ここ数年の公共事業の縮小により、厳しい環境に

直面しております。この事業環境の変化に対応するため、産業分野をはじめとする国内民

間市場ならびに海外市場への拡大を推進しています。

指してまいります。

株式会社本山製作所は新たに設立される承継会社に、平成19年2月1日を分割期日として

バルブ事業を分割承継し、同日、承継会社の全株式を当社が譲受けることになります。

産業用バルブの製造ならびに販売



４．譲渡会社の概要

(1) 株式会社本山製作所

(2) 産業用バルブの製造ならびに販売

(3) 昭和13年8月10日

(4) 宮城県仙台市青葉区堤町１丁目１番２号

(5) 千葉敬次

(6) 208百万円(平成18年3月31日現在)

(7) 227名(平成18年3月31日現在)

(8) 本山耕三他

(9) 資本的、人的、取引的関係ともに該当事項はありません。

５．譲渡会社の最近事業年度における業績動向

６．株式の譲受け価格及び決済方法

(1) １８億円

(2) 譲受け日に現金にて一括払込

７．株式譲受けの日程

平成18年11月27日 取締役会決議、株式譲渡契約の締結

平成19年 2月 1日 会社分割、株式譲受け

８．今後の見通し

以 上

本件による当期の業績に与える影響はありません。

譲受け価格

決 済 方 法

代 表 者 ：

当社との関係：

大 株 主 ：

従 業 員 数 ：

資 本 金 ：

本 店 所 在 地 ：

１７０百万円

名 称 ：

事 業 内 容 ：

設 立 年 月 日 ：

平成19年3月期(予想)

５，７００百万円

２３０百万円

売 上 高

経常利益

平成17年3月期 平成18年3月期

５，４５４百万円

６２百万円

５，０１６百万円


